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運用報告書（全体版） 

米国成長株オープン 

 

愛称：成長大陸 

 
 

第９期（決算日：2019年４月26日） 
 

 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、お手持ちの「米国成長株オープン」は、去る

４月26日に第９期の決算を行いました。ここに謹ん

で運用状況をご報告申し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商品分類 追加型投信／海外／株式 

信託期間 2024年11月22日まで（2014年11月25日設定） 

運用方針 
ファンド・オブ・ファンズ方式により、信託財
産の成長を目指して運用を行います。 

主要運用対象 

米 国 成 長 株 
オ ー プ ン 

ＵＳ・グロース・ストック・ファ
ンド（ＵＳＤクラス）受益証券お
よびマネー・プール マザーファ
ンド受益証券 

ＵＳ･グロース･ 
ス ト ッ ク ･ 
フ ァ ン ド 
(ＵＳＤクラス) 

米国の金融商品取引所上場（これ
に準ずるものを含みます。）株式 

マネー・プール 
マザーファンド 

わが国の公社債 

運用方法 

・米国の金融商品取引所上場（これに準ずる
ものを含みます。）株式を実質的な主要投資
対象とします。 

・原則として為替ヘッジを行いません。 

主な組入制限 
・投資信託証券への投資割合には制限を設け
ません。 

・株式への直接投資は行いません。 

分配方針 

毎年４月26日および10月26日（休業日の場合
は翌営業日）に決算を行い、収益分配方針に
基づいて分配を行います。分配対象額の範囲
は、経費控除後の配当等収益と売買益（評価
益を含みます。）等の全額とします。基準価額
水準、市況動向、残存信託期間等を勘案して、
分配金額を決定します。（ただし、分配対象収
益が少額の場合には分配を行わない場合もあ
ります。）原則として、決算日の基準価額水準
が当初元本額10,000円（10,000口当たり）を超
えている場合には、当該超えている部分につ
いて、分配対象額の範囲内で、全額分配を行
います。（資金動向や市況動向等により変更す
る場合があります。） 

※ 当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 
※ 公募株式投資信託は税法上、「NISA（少額投資非課税制度）およびジュ

ニアNISA（未成年者少額投資非課税制度）」の適用対象です。 
詳しくは販売会社にお問い合わせください。 
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米国成長株オープン

本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

債   券 
組 入 比 率 

債   券 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円 

５期(2017年４月26日) 10,000 57 17.7 － － 95.9 1,061 

６期(2017年10月26日) 10,000 763 7.6 － － 91.3 796 

７期(2018年４月26日) 10,000 128 1.3 － － 88.5 722 

８期(2018年10月26日) 10,000 1,054 10.5 － － 87.9 645 

９期(2019年４月26日) 10,000 965 9.7 － － 91.1 649 
 

（注） 当ファンドの基準価額は、投資対象とする投資信託証券については、前営業日の基準価額を基に計算しております。 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 
   

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 債   券 

組 入 比 率 
債   券 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ ％ ％ 

2018年10月26日 10,000 － － － 87.9 

10月末 9,804 △2.0 － － 98.4 

11月末 9,992 △0.1 － － 98.5 

12月末 9,028 △9.7 － － 98.9 

2019年１月末 9,622 △3.8 － － 98.4 

２月末 10,336 3.4 － － 98.5 

３月末 10,446 4.5 － － 98.0 

(期  末)      

2019年４月26日 10,965 9.7 － － 91.1 
 

（注） 当ファンドの基準価額は、投資対象とする投資信託証券については、前営業日の基準価額を基に計算しております。 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 
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米国成長株オープン

運用経過
第９期：2018年10月27日～2019年４月26日

当期中の基準価額等の推移について

基準価額等の推移

0

1,000

2,000

3,000

6,000

8,000

10,000

12,000

2018/10/26 2018/12/25 2019/２/27 2019/４/25

（円） （百万円）

基準価額：左目盛

純資産総額：右目盛

分配金再投資基準価額：左目盛

第 ９ 期 首 10,000円
第 ９ 期 末 10,000円
既払分配金 965円
騰 落 率 9.7％

（分配金再投資ベース）

※分配金再投資基準価額は、分配金が支払われた場合、収益分配金
（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
※実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについ
ては、受益者のみなさまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、
各個人の受益者のみなさまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。

米国成長株オープン
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米国成長株オープン

基準価額は期首に比べ9.7％（分配金再投資ベース）の上昇とな
りました。

基準価額の動き

基準価額の主な変動要因

情報技術セクターの関連銘柄（MICROSOFT  CORP、
ALPHABET INC-CL C）などの株価上昇が、基準価額の上昇要
因となりました。

上昇要因

米国成長株オープン
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米国成長株オープン

第９期：2018年10月27日～2019年４月26日

投資環境について

米国株式市況の推移（期首を100として指数化）
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ラッセル1000グロースインデックス

株式市況
期を通してみると、米国株式市況は上昇
しました。
期首から2018年12月末にかけては、米
中対立の激化懸念が高まったことに加え、
世界経済の先行き不透明感の高まりや米
政府機関の一部閉鎖に対する懸念などか
ら下落しました。2019年に入ると諸々の
先行き不安感が後退したことなどから、
株価は戻り基調となりました。その後、
期末にかけては、米中の通商協議に進展
の兆しがみられたことや、米連邦準備制
度理事会（ＦＲＢ）が2019年内の政策金
利の引き上げを見送る姿勢を示し、米長
期国債の利回りが低下したことなどが株
価の押し上げ要因となりました。

（注）現地日付ベースで記載しております。
（注）ラッセル1000グロースインデックスは、米国大型株を対象としたラッセル1000インデックス構成銘柄のうち、

相対的に株価純資産倍率（ＰＢＲ）が高く、成長性が高いと予想される銘柄で構成されたインデックスです。
ラッセル・インデックスに関連するトレードマーク、サービスマークおよび著作権は、Frank Russell Company
に帰属します。

米国成長株オープン
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米国成長株オープン

為替市況の推移（期首を100として指数化、対円）
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円・米ドル

為替市況
米政策金利の引き上げ観測が後退したこ
となどから米ドルは円に対して下落しま
した。

国内短期金融市場
無担保コール翌日物金利の推移
日銀による金融緩和政策の影響を受けて、
無担保コール翌日物金利は０％を下回る
水準で推移し、足下ではマイナス0.07％
程度で推移しました。

国庫短期証券（３ヵ月物）の利回りの推移
日銀による短期国債の買入れなどから、
国庫短期証券（３ヵ月物）の利回りはマ
イナス0.1％を下回る水準で推移しました。
期首は、短期国債の需給の引き締まりか

らマイナス0.30％台で推移していました
が、その後は徐々に上昇していき、足下
はマイナス0.17％程度で推移しました。

（注）現地日付ベースで記載しております。

米国成長株オープン
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米国成長株オープン

当該投資信託のポートフォリオについて

米国成長株オープン
期を通じて、円建の外国投資信託であるＵＳ・グロース・ストック・ファンド（ＵＳＤクラ
ス）受益証券を高位に組み入れ、マネー・プール　マザーファンド受益証券への投資も行い
ました。

ＵＳ・グロース・ストック・ファンド（ＵＳＤクラス）
主として米国の金融商品取引所上場（これに準ずるものを含みます。）株式への投資を行い
ました。
時価総額が大きく流動性に優れた大型株を中心に投資を行いました。
ポートフォリオの構築にあたっては、ボトムアップ・アプローチを活用しアナリストによる
徹底的な銘柄分析を行い、競争環境や業種などを考慮した独自の成長基準に合致し、利益成
長性が高いと判断される銘柄に投資を行いました。
クラウドコンピューティングなどの収益成長が期待されるMICROSOFT CORPや、検索サー
ビスやYouTubeでの広告収入の伸びなどが期待されるALPHABET INC-CL C、オンライン
通販やクラウドコンピューティングなどの収益成長が期待されるAMAZON.COM INCなど
を引き続き組み入れました。
保有している情報技術セクターの関連銘柄（MICROSOFT CORP、ALPHABET INC-CL 
C）などの株価上昇がプラスに寄与し、基準価額は上昇しました。

米国成長株オープン
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米国成長株オープン

マネー・プール　マザーファンド
わが国のコール・ローンおよびＣＰ現先取引等への投資を通じて、安定した収益の確保およ
び適正な流動性の保持を図りました。その結果、利子等収益は積み上がったものの、運用資
金に対するマイナス金利適用などの影響を受けて、基準価額は期首と比べて下落となりまし
た。

（ご参考）

組入業種
現地2019年３月末

業種 比率
1 情報技術 33.4％
2 ヘルスケア 16.1％
3 一般消費財・サービス 13.9％
4 コミュニケーション・サービス 13.1％
5 資本財・サービス 11.3％
6 生活必需品 5.7％
7 金融 2.9％
8 素材 1.8％
9 公益事業 1.0％
10 エネルギー 0.7％

・比率はＵＳ・グロース・ストック・ファンド全体の純資産総額対比です。
・業種はＧＩＣＳ（世界産業分類基準）によるものです。Global Industry Classification Standard（"Ｇ
ＩＣＳ"）は、MSCI Inc.とＳ＆Ｐ（Standard ＆ Poor's）が開発した業種分類です。ＧＩＣＳに関する知
的財産所有権はMSCI Inc.およびＳ＆Ｐに帰属します。
・表示桁未満の数値がある場合、四捨五入しています。

（注）当記載は、ＵＳ・グロース・ストック・ファンドの資料を基に、三菱ＵＦＪ国際投信が作成したもの
です。

米国成長株オープン
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米国成長株オープン

当該投資信託のベンチマークとの差異について
当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。
従って、ベンチマークおよび参考指数との対比は表記できません。

分配金について
収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向、残存信託期間等を勘案し、分配金額を決
定します。原則として、決算日の基準価額水準が当初元本額10,000円（10,000口当たり）を
超えている場合には、当該超えている部分について、分配対象額の範囲内で、全額分配を行いま
す。（資金動向や市況動向等により変更する場合があります。）この結果、次表の通りとさせて
いただきました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、信託財産中に留保し、
運用の基本方針に基づいて運用します。

分配原資の内訳 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項　目 第９期
2018年10月27日～2019年４月26日

当期分配金（対基準価額比率） 965（8.801％）

当期の収益 55

当期の収益以外 909

翌期繰越分配対象額 1,172

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基
準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファ
ンドの収益率とは異なります。

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨て
で算出しているため合計が当期分配金と一致しな
い場合があります。

米国成長株オープン
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米国成長株オープン

今後の運用方針（作成対象期間末での見解です。）

米国成長株オープン
今後の運用方針
引き続き、円建の外国投資信託であるＵＳ・グロース・ストック・ファンド（ＵＳＤクラ
ス）受益証券を主要投資対象とし、マネー・プール　マザーファンド受益証券への投資も行
います。

ＵＳ・グロース・ストック・ファンド（ＵＳＤクラス）
運用環境の見通し
米国株式市場は、年初来大きく上昇したものの、上昇余地が依然として残されていると考え
ます。グローバル経済は減速傾向にあるものの、プラス成長を維持しており、インフレ指標
も落ち着いています。市場はＦＲＢの金融政策に注目しており、パウエル米ＦＲＢ議長は、
2019年に追加利上げを行わないことを決定する要因の１つとして、2019年の米経済成長率
予想を下方修正したことを挙げました。一部の投資家は、それが追加利上げの一時停止に対
する正当な理由であると考えているほか、2020年に利下げに転じる可能性があるとの見方
もあります。結果として、ＦＲＢの金融政策は株式市場に対してより緩和的で前向きな環境
を醸成していると考えています。

今後の運用方針
引き続き、主として米国の金融商品取引所上場（これに準ずるものを含みます。）株式への
投資を行います。
時価総額が大きく流動性に優れた大型株を中心に投資を行います。
ポートフォリオの構築にあたっては、ボトムアップ・アプローチを活用しアナリストによる
徹底的な銘柄分析を行い、競争環境や業種などを考慮した独自の成長基準に合致し、利益成
長性が高いと判断される銘柄に投資を行います。
米国およびグローバルな経済動向を注視しつつ、魅力的な成長見通しを有していると思われ
る企業を引き続き選好し、規律あるリサーチを重視した投資スタンスを継続していく方針で
す。

マネー・プール　マザーファンド
運用環境の見通し
物価は緩やかに上昇していくと予想していますが、日銀の物価目標である２％には届かない
と思われます。したがって、今後も金融緩和政策が継続すると想定されることから、短期金
利は低位で推移すると予想しています。

今後の運用方針
わが国の国債や短期国債（国庫短期証券）現先取引、コール・ローンおよびＣＰ現先取引な
どへの投資を通じて、安定した収益の確保や常時適正な流動性の保持をめざした運用を行う
方針です。

米国成長株オープン
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米国成長株オープン

2018年10月27日～2019年４月26日

１万口当たりの費用明細

項目
当期

項目の概要
金額（円） 比率（％）

(ａ)信 託 報 酬 58 0.579 (ａ)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×（期中の日数÷年間日数）

( 投 信 会 社 ) (19) (0.188) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価
( 販 売 会 社 ) (38) (0.375) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価
( 受 託 会 社 ) (2) (0.016) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

(ｂ)そ の 他 費 用 1 0.005 (ｂ)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数

( 監 査 費 用 ) (1) (0.005) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用
( そ の 他 ) (0) (0.000) 信託事務の処理等に要するその他諸費用

合　　計 59 0.584

期中の平均基準価額は、10,000円です。

（注）期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を
含む）は、追加・解約により受益権口数に変動が
あるため、簡便法により算出した結果です。

（注）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま
す。

（注）その他費用は、このファンドが組み入れている親
投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対
応するものを含みます。

（注）各項目の費用は、このファンドが組み入れている
投資信託証券（マザーファンドを除く。）が支
払った費用を含みません。

（注）当該投資信託証券の直近の計算期末時点における
「１万口当たりの費用明細」が取得できるものに
ついては「組入れ上位ファンドの概要」に表示す
ることとしております。

（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除し
て100を乗じたもので、項目ごとに小数第３位未
満は四捨五入してあります。

米国成長株オープン
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米国成長株オープン

（参考情報）
■総経費率
当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有
価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じ
た数で除した総経費率（年率）は2.42％です。

総経費率（①＋②＋③） （％） 2.42

①当ファンドの費用の比率 （％） 1.17

②投資先ファンドの運用管理費用の比率 （％） 0.74

③投資先ファンドの運用管理費用以外の比率 （％） 0.51

運用管理費用以外
0.51％

その他費用
0.01％ 運用管理費用（受託会社）

0.03％

運用管理費用
（投信会社）
0.38％

投資先
ファンド
1.25％

当ファンド
1.17％

運用管理費用
（販売会社）
0.75％運用管理費用

0.74％

総経費率
2.42％

（注）①の費用は、１万口当たりの費用明細において用
いた簡便法により算出したものです。

（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手
数料及び有価証券取引税を含みません。

（注）各比率は、年率換算した値です。
（注）投資先ファンドとは、このファンドが組入れてい

る投資信託証券（マザーファンドを除く。）です。

（注）①の費用は、マザーファンドが支払った費用を含
み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。

（注）①の費用と②③の費用は、計上された期間が異な
る場合があります。

（注）前記の前提条件で算出したものです。このため、
これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生
した費用の比率とは異なります。

米国成長株オープン
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米国成長株オープン

○売買及び取引の状況 (2018年10月27日～2019年４月26日) 

 

 

銘 柄 
買 付 売 付 

口 数 金 額 口 数 金 額 

国 
内 

 千口 千円 千口 千円  
ＵＳ・グロース・ストック・ファンド（ＵＳＤクラス） 117,925 152,970 136,539 197,000  

 
（注） 金額は受渡代金。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2018年10月27日～2019年４月26日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2019年４月26日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 千口 千口 千円 ％ 

ＵＳ・グロース・ストック・ファンド（ＵＳＤクラス） 423,006 404,392 591,787 91.1 

合 計 423,006 404,392 591,787 91.1 
 

（注） 比率は米国成長株オープンの純資産総額に対する比率。 

 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

マネー・プール マザーファンド 0.996 0.996 1 
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2019年４月26日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

投資信託受益証券 591,787 81.5 

マネー・プール マザーファンド 1 0.0 

コール・ローン等、その他 134,453 18.5 

投資信託財産総額 726,241 100.0 
   

投資信託証券 

親投資信託残高 
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米国成長株オープン

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2019年４月26日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 726,241,644   

 コール・ローン等 134,453,204   

 投資信託受益証券(評価額) 591,787,440   

 マネー・プール マザーファンド(評価額) 1,000   

(B) 負債 76,318,937   

 未払収益分配金 62,718,657   

 未払解約金 9,489,771   

 未払信託報酬 4,072,601   

 未払利息 257   

 その他未払費用 37,651   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 649,922,707   

 元本 649,934,278   

 次期繰越損益金 △     11,571   

(D) 受益権総口数 649,934,278口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,000円 
 
＜注記事項＞ 

①期首元本額 645,919,123円 

期中追加設定元本額 123,023,786円 

期中一部解約元本額 119,008,631円 

また、１口当たり純資産額は、期末1.0000円です。 

 

○損益の状況 (2018年10月27日～2019年４月26日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 3,828,500   

 受取配当金 3,834,377   

 受取利息 2   

 支払利息 △     5,879   

(B) 有価証券売買損益 63,475,738   

 売買益 69,485,671   

 売買損 △ 6,009,933   

(C) 信託報酬等 △ 4,110,379   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 63,193,859   

(E) 前期繰越損益金 △ 7,513,994   

(F) 追加信託差損益金 7,027,221   

 (配当等相当額) (  67,481,704)  

 (売買損益相当額) (△60,454,483)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 62,707,086   

(H) 収益分配金 △62,718,657   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △    11,571   

 追加信託差損益金 7,027,221   

 (配当等相当額) (  67,481,704)  

 (売買損益相当額) (△60,454,483)  

 分配準備積立金 8,718,216   

 繰越損益金 △15,757,008   
 

（注） (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 

②純資産総額が元本額を下回っており、その差額は11,571円です。 

③分配金の計算過程 

項 目 
2018年10月27日～ 
2019年４月26日 

費用控除後の配当等収益額 3,594,619円 

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 －円 

収益調整金額 67,481,704円 

分配準備積立金額 67,842,254円 

当ファンドの分配対象収益額 138,918,577円 

１万口当たり収益分配対象額 2,137円 

１万口当たり分配金額 965円 

収益分配金金額 62,718,657円 
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米国成長株オープン

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 965円 
 
◆分配金は決算日から起算して５営業日までにお支払いを開始しております。 

◆分配金を再投資される方のお手取分配金は、2019年４月26日現在の基準価額に基づいて、みなさまの口座に繰り入れて再投資いたしました。

◆課税上の取り扱い 

・分配金は、分配後の基準価額と個々の受益者の個別元本との差により、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金

（特別分配金）」に分かれます。 

・分配後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合は、全額が普通分配金となります。分配後の基準価額が個別元本を下回る場合には、

下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）となり、残りの額が普通分配金となります。 

・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した額

が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 

・個人受益者が支払いを受ける収益分配金のうち普通分配金については配当所得として課税され、原則として、20.315％（所得税15％、復興

特別所得税0.315％、地方税５％）の税率で源泉徴収（申告不要）されます。確定申告を行い、総合課税・申告分離課税を選択することも

できます。 

 

※法人受益者に対する課税は異なります。 

※課税上の取扱いの詳細については、税務専門家等にご確認されることをお勧めします。 

※税法が改正された場合等には、上記内容が変更になることがあります。 

※NISAおよびジュニアNISAをご利用の場合、毎年、一定額の範囲で新たに購入した公募株式投資信託などから生じる配当所得および譲渡所

得が一定期間非課税となります。 

 

＊三菱ＵＦＪ国際投信では本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱い販売会社に

お問い合わせいただくか、当社ホームページ（https://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 

 
［ お 知 ら せ ］ 

①2019年１月２日をもって、投資先ファンド（USGSF）の運用会社の社名が「（変更前：旧）BNYメロン・アセット・マネジメント・ノースア

メリカ・コーポレーション」から「（変更後：新）メロン・インベストメンツ・コーポレーション」へ社名変更しました。 

②2014年１月１日から、2037年12月31日までの間、普通分配金並びに解約時又は償還時の差益に対し、所得税15％に2.1％の率を乗じた復興

特別所得税が付加され、20.315％（所得税15％、復興特別所得税0.315％、地方税５％（法人受益者は15.315％の源泉徴収が行われます。））

の税率が適用されます。 
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